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L ight R ail T ransit

真岡方面

真岡方面

益子方面

デマンド交通

地域内交通

地域内交通

地域内交通

幹線バス路線

幹線バス路線

ＬＲＴ

地域内交通

地域内交通

芳賀、茂木方面

基幹公共交通の
役割を担うＬＲＴの

整備に合わせて、芳賀・宇
都宮東部地域のバスネッ
トワーク再編に取り組みま
す。ＬＲＴとルートが並行す
るバス路線はＬＲＴを補完
し、東西方向の移動を支
える幹線バスへ、ルートが
重なるバス路線はＬＲＴと
接続する支線バスへの再
編を検討します。
　こうしたバスネットワー
ク再編などと合わせて、さ
まざまな交通機関が連携
した利便性の高い公共交
通ネットワークを形成する
ため、ＬＲＴの主要な停留
場付近には、乗り継ぎがし
やすい施設としてバスや
タクシーなどの乗降場・駐
車場・駐輪場などを設け
たトランジットセンターを
整備します。

L
R
T
の
停
留
場
は
ど
の
よ
う
な

も
の
に
な
る
の
？

停
留
場
は
、
基
本
的
に
信
号
の
あ

る
交
差
点
部
に
配
置
し
ま
す
。
雨

風
を
防
ぐ
屋
根
や
自
動
車
の
水
は
ね
対
策
、

ベ
ン
チ
、
ス

ロ
ー
プ
、
分

か
り
や
す
い

運
行
案
内
板

な
ど
を
設
置

し
、
誰
も
が

快
適
に
安
全

に
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を

利
用
で
き
る

空
間
を
整
備

し
ま
す
。

問答

運
賃
の
支
払
い
は
ど
う
す
る
の
？

主
に
IC
カ
ー
ド
に
よ
る
支
払
い
を

考
え
て
い
ま
す
。
IC
カ
ー
ド
を
利

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
１
枚
の
カ
ー
ド
で

Ｌ
Ｒ
Ｔ
や
バ
ス
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
公
共

交
通
を
ス
ム
ー
ズ
に
乗
り
継
ぐ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

 

現
在
、
運
賃

の
乗
り
継
ぎ
割

引
制
度
や
、
高

齢
者
外
出
支
援

な
ど
の
地
域
独

自
の
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
向
け

て
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。

問答

市
民
参
加
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
取
り
組
み

に
は
、
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の
？

路
面
電
車
が
運
行
し
て
い
る
他
の

都
市
で
は
、
市
民
参
加
の
取
り
組

み
と
し
て
停
留
場
の
ベ
ン
チ
設
置
へ
の
記

念
寄
付
や
、
車
両
の
デ
ザ
イ
ン
ラ
ッ
ピ
ン

グ
、
施
設
見
学
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
も
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
が
新
た
な
「
ま
ち

の
シ
ン
ボ
ル
」
と
し
て
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
、

宇
都
宮
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
で
き
る
公

共
交
通
と
な
る
よ
う
、
積
極
的
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問答

芳賀・宇都宮東部地域の公共交通ネットワークのイメージ
（出典　芳賀・宇都宮東部地域公共交通網形成計画）

答

：ＬＲＴ

：バス路線

：幹線バス路線

：支線バス・トランジッ
  トセンターへの接続

地域内交通・デマンド交通

：既導入地区

：導入予定地区

：トランジットセンター
　(交通結節点)

▲学生の提案により実現した車両のラッピング（鹿児島市）

■1日当たりの目的別利用者数■運営収支見込み（開業4年目）

収
入

支
出

年間　約9.8億円
（運賃、雑収入など）

年間　約8.5億円
（人件費、経費、租税公課など）

通勤 通学 業務 私事 合計

13,357 1,305 274 1,382 16,318

2,671 131 82 2,764 5,648

（人）

上

下

営業主体

公共（整備主体）

民間のノウハウを活かした効率的な
運行や良質なサービスの提供

道路や橋と同様にまちづくりに欠かせない
持続性のある社会基盤として

施設を整備・保有

施設・車両の貸付
施設使用料など
整備主体に支払う費用

Ｌ
Ｒ
Ｔ
は
誰
が
運
営
す
る
の
？

Ｌ
Ｒ
Ｔ
は
公
設
型
上
下
分
離
方
式

に
よ
っ
て
公
共
（
本
市
・
芳
賀

町
）
が
軌
道
や
停
留
場
な
ど
の
施
設
、
車

両
を
整
備
・
保
有
し
、「
宇
都
宮
ラ
イ
ト

レ
ー
ル
株
式
会
社（※

）」が
借
り
受
け
、

運
行
を
担
い
ま
す
。
今
後
、
開
業
に
向
け

民
間
軌
道
事
業
者
の
技
術
協
力
の
も
と
、

運
転
士
の
養
成
な
ど
に
取
り
組
み
、
平
成

31
年
度
の
運
行
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

※本市と芳賀町が主体的な役割りを担い、地元経済界や交通事業者の出資を得て平成27年11月9日に設立した
官民連携による会社です。行政の社会的信用や確実性・安定性、民間の営業力や迅速性など、それぞれの強み
を生かして運転士や技術職など、運送事業に必要な人材の確保などに取り組んでいきます。

よ
く
あ
る質

問

答
え

と

問答

Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
利
用
者
数
と
運
営
収
支

の
見
込
み
は
ど
れ
く
ら
い
な
の
？

利
用
者
数
は
「
県
央
広
域
都
市
圏

生
活
行
動
実
態
調
査
」
結
果
な
ど

か
ら
、
１
日
当
た

り
１
万
６
３
１
８

人
と
推
計
し
て
い

ま
す
。
運
営
収
支

は
運
営
が
本
格
化

す
る
平
成
32
年
度

か
ら
単
年
度
で
黒

字
を
計
上
す
る
見

込
み
で
す
。

　
こ
う
し
た
試
算

か
ら
、
需
要
の
定

着
が
図
ら
れ
る
開

業
４
年
目
（
平
成

34
年
度
）
の
運
営

収
支
は
約
1.3
億
円

の
黒
字
と
な
り
、

開
業
前
経
費
に

よ
っ
て
生
じ
た
累

積
損
失
は
開
業
９

年
目
で
解
消
す
る

見
込
み
で
す
。

問答

市
の
財
政
規
模
で
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
整
備

は
可
能
な
の
？

Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
の
概
算
事
業
費
は
本

市
の
優
先
整
備
区
間
で
約
412
億
円

と
試
算
し
て
い
ま
す
。
そ
の
約
２
分
の
１

は
、
国
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
見
込
み
で

す
。
仮
に
地
方
分
の
事
業
費
全
額
を
本
市

が
負
担
す
る
と
し
、
そ
の
９
割
に
市
債
を

活
用
す
る
と
、
単
年
度
当
た
り
の
支
出
額

は
最
大
13
億
円
と
な
り
ま
す
。
こ
の
額
は
、

中
核
市
の
中
で
も
上
位
の
財
政
力
が
あ
り
、

毎
年
度
約
１
９
０
０
億
円
規
模
の
一
般
会

計
予
算
額
を
計
上
し
、
こ
の
う
ち
約
１
１

０
０
億
円
の
一
般
財
源
を
有
す
る
本
市
の

財
政
規
模
か
ら
十
分
に
対
応
が
可
能
で
す
。

問答
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
整
備
す
る
こ
と
で
周
辺

交
通
は
悪
化
し
な
い
の
？

一
部
の
区
間
で
現
在
よ
り
車
線
数

は
減
少
し
ま
す
が
、
車
１
台
１
台

の
動
き
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
上
で
再
現
す

る
交
通
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
た
検

問答

ＬＲＴの整備によって他の公共交通とのつながりはどうなるの？

証
や
関
係
機
関
と
の
協
議
を
行
い
、
一
部

区
間
の
高
架
化
や
交
差
点
部
の
改
良
、
信

号
点
灯
サ
イ
ク
ル
の
調
整
な
ど
に
取
り
組

む
こ
と
で
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
後
も
交
通
の
円

滑
化
が
確
保
で
き
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

※分かりやすくするため、事業費を４００億円と設定しています。
※整備期間を4年、償還期間を20年、利率を2パーセントで試算しています。

単年度当たりの
支出額イメージ

年 最大13億円

■宇都宮市区間の事業費構成イメージ

宇都宮市区間400億円

国200億円 地方200億円

▲ICカードの利用イメージ

▲停留場イメージ（広島電鉄）

▲「公設型上下分離方式」のイメージ

①JR宇都宮駅東口
　停留場周辺区間

導入後（4車線）

導入前（6車線）

③テクノポリスセンター地区内
停留場周辺区間
導入前

導入後（道路拡幅）

②ベルモール前
　停留場周辺区間
導入前（4車線）

導入後（3車線）
[東進2車線 西進1車線]

もっと深く知ろう

N

平
日
休
日


